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○第和工業の企画による装置

製造技術、VOC回収、再生技術

と産栄サービスの活性炭セラ

ミック複合成型、焼成技術の

組み合わせによる事業展開。 

●新連携対策補助金、新連携融資、信用保証の特

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

連携体の構成

コア企業：第和工業（株） 
連携企業等：産栄サービス（株） 

連携の特徴 

近  畿 平成 17 年 12 月８日認定日 事業分野 地 域 

テーマ名： セラミックハニカムカーボンを使用した

事業計画の概要： 
・本連携体で取り組むVOC（＝揮発性有機化合物

留装置、排水処理システム等）が不要となる代

ンハニカム）に吸着させ吸着溶剤をハニカムカ

が、従来法に比べ吸脱着サイクルが速いことか

ム構造の吸着剤利用でブロワ－を２／３程度の

・VOC を回収してリユース･リサイクルによる資源化

ステムに還元することにより、事業者の負担を軽

支援予定メニュー 

 

コア企業【第和工業（株

・装置製造企画技術 

装置製造・企画技術 

兵庫県

【産栄サービス（株）】 
・活性炭及び各種セラミック金

触媒等の複合成型技術 ・化

石

売

・
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ク

外部協力団体等 

兵庫県佐用郡

添加触媒薬品技術 
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有機溶剤回収再生装置の開発、製造、販売事業 

）回収装置は、脱着に関わる装置（蒸気発生装置や蒸

わりに、有機溶剤をハニカムカーボン（セラミックカーボ

ーボンより分離させる窒素ガス発生装置が必要となる

ら、吸着塔を従来の４系列から２系列へ削減し、ハニカ

小型のものを用いることが可能となっている。 

を図り、これにより得られる利益を VOC回収装置、シ

減し、VOC回収が促進されることを目的としている。 

）】 

尼崎市 

販売 

属
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新事業 市場性 

○有機溶剤の使用企業がタ

ーゲット 

○ＶＯＣ装置５年後市場規模 

・大型装置（75→150億円） 

・中型装置（81→108億円） 

・小型装置（13.5→54億円） 
（出典：ＮＥＤＯ平成 15 年度成果報告

書「有害化学物質リスク削減基盤技
○有機溶剤をセラミックハニカ

ムカーボンに吸着させる。 

○その溶剤を加熱気体(空気中

から分離した N２ガスを熱媒

ヒーター使い加熱)でセラミッ

クハニカムカーボン中の有

機溶剤を脱着させ、それを

冷却し有機溶剤を回収。 
【奈良高等工業専門

学校】 
・活性炭吸着とセラミッ

の融合技術 

・性能分析 
技術支
例、
1 
 製造(機械
【ｵｵﾀｹｾﾗﾑ（株）】 
カーボン焼成技術 
技術支援 
【出商(株)】 
学分析機器の開発 

油精製販売会社の販

窓口 
販路開拓 
設備投資減税、特許料減免 

 
術に関する先導調査研究」より） 


